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 富山出生コホート研究第3回の横断研究で、対象は富山県内の小学4年生、約10000名
。便秘の定義は「排便が3日に1回以下」とした。最終参加児童7998人のうち、3.9%が便
秘であった。有意に関連した要因は野菜や果物の繊維質の摂取不足や運動不足といった
既知の危険因子に加え、心理的なストレスの存在、親との会話が少ないことであった。
またこれらの心理・家庭での要因が既知の危険因子と同程度のオッズを示した。 
研究Ⅳ．青少年の便秘発症に関する危険因子：富山出生コホート研究 
 対象は研究Ⅲと同じ児童で、3年後の中学1年生時点（フォローアップ時）までの便秘の発症を
前向きに観察した縦断研究である。全ての調査に欠損の無かった5560名が最終対象者となった。
3年間に261名が便秘を発症し、累積発症率は4.7%であった。 
 関連要因についての結果は現在投稿中であり、後日に公表を行う。 
 
〔考察と政策提言〕 
 以上の4つの研究から、子供の生活習慣、学力、健康（便秘）には親のネット利用や喫煙、親
子の会話、家庭の社会経済的状況といった家庭環境が強く関係していることを示した。この中か
ら修正が可能な家庭環境として①親のネット利用と②喫煙③親子の会話に注目したい。対策には
、個人へのハイリスクアプローチの他に、全体へのポピュレーションアプローチが進められるべ
きである。②の喫煙対策は国を挙げて進められており、受動喫煙に関する法律の制定、増税によ
る価格上昇から、喫煙人口や受動喫煙の減少が報告されている。今後は①親のネット利用の減少
、③親子の会話を増やす政策が必要である。韓国では2004年度に長時間ネット利用による死亡（
肺血栓塞栓症による）、自殺、親を殺害などの重大事件が続発したことから、青少年を守る法律
、一般名“シンデレラ法”を制定した。これにより16歳以下の青少年は0~6時はネットゲームか
ら遮断される。わが国では現在のところ、ネットに関連した重大事件は稀である。しかしネット
依存症の推定数は大きく増加しており、ネットに関連した人間関係の問題は後を絶たない状況で
ある。そのため、接続時間の制限やネット接続料への課税といった利用の制限に向かうポピュレ
ーションアプローチが児童の健康と家庭のために求められる。 
 〔終章〕 
本博士論文で児童の長時間メディア利用、低学力、便秘についての研究結果を報告し
た。児童の生活習慣や健康には親のネット利用や喫煙、親子の会話、家庭のゆとりとい
った家庭環境が有意に関連していた。個人、家庭レベルでの修正可能な要因を省みると
同時に、国レベルでの対策が進められるべきである。 
 
 
